
零”

多
- -

ｍ

『

光

明

日

報

』

か

今

一

つ

ぎ

・

四

二

一

雑

記

姫

一
一
丸
七
九
年
五
月
十
大
日
、
三
段
萄
哩
の
見
出
し
に
『
新
翠
篶
衿
等
加
水
」
と
あ
る
→
李
舅
「
十
二
月
蕊
辞
・

三
月
」
の
課
四
句
だ
、
丁
字
と
い
、
フ
人
翻
、
ロ
、
一
ド
．
、
字
チ
ェ
リ
ー
・
（
し
Ｉ
団
未
濤
に
つ
い
て
の
繍
割
蔀
汽
う

尺
△
李
夷
賊
と
い
う
人
の
ク
ロ
》
キ
ー
と
お
い
ま
っ
て
、
当
日
の
舞
臼
と
観
客
の
感
動
が
目
に
乏
ぶ
ぷ
、
『
だ
っ
展

礎
だ
、
記
事
中
に
李
蕊
の
名
は
出
了
宋
な
い
。
丁
威
が
閨
鉤
蕊
の
蓑
読
蓄
？
釣
か
．
あ
る
い
は
、
新
『
髻
請
達
』

了
談
人
イ
心
■
〆
蝕
湘
た
こ
の
一
句
を
卑
建
つ
か
、
た
の
か
杓
か
ら
な
い
が
。
い
い
見
出
Ｌ
だ
っ
た
．
記
事
の
内
容

弦

得
た
．
と
毛
い
え
薯
。

何
氏
例
文
章
は
注
意
ぷ
か
ぐ
薑
か
打
了
あ
っ
了
「
訣
彙
」
や
『
弱
信
屋
牽
礼
「
講
人
碗
作
品
へ
Ｌ
歩
み
入
弓

へ
一
と
乏
稔
か
に
温
か
く
誘
川
が
け
て
い
ろ
。
何
氏
Ｆ
学
ん
淀
ら
し
い
・
人
尺
弓
の
方
け
、
向
氏
よ
り
Ｉ
割
り
切
り
が

辰
切
り
す
て
か
た
に
お
い
了
べ
や
や
果
断
で
あ
る
よ
う
に
副
じ
辰
・

向
風
”
、
あ
チ
リ
遠
く
な
い
過
去
爵
に
逝
世
六
椚
匠
よ
う
了
あ
る
．
蕊
Ｌ
み
て
追
悼
す
る
・

抜
宝
薑
宗
な
が
ら
崇
文
逢
引
い
尺
の
は
・
下
表
に
綿
介
し
庭
『
孝
奮
詩
蓬
』
『
唇
詩
選
』
『
喜
詩
蓬
柿
』
な
ど

が
舞
な
・
李
潭
熊
読
で
何
何
氏
の
説
を
お
手
本
に
し
・
部
分
函
に
は
阿
胤
の
文
査
ほ
と
ん
ど
そ
め
ま
王
使
う
了
い

ろらＬい二とに気ブ川八からだ・何険の本遼走‘い読んでＶ庭、㈲ゞ
手閣が省制尺のに、〉」℃思わぬＴ

ロ
な
い
が
．
／
干
悶
を
か
け
た
”
で
、
-
い
ま
の
中
国
で
出
る
こ
の
種
の
本
⑦
雪
か
祁
君
過
程
灰
つ
い
丁
あ
る
示
壊
を

阻
碍
鼓
多
。
但
渤
了
使
栽
綱
的
眼
界
ｒ
大
屋
一
一
，
均
了
硬
我
椚
的
差
未
愛
好
蚤
兵
一
-
栽
澗
厘
該
能
鵡
欣
賞
各
科

各
拝
的
好
詩
ン
包
括
比
較
雄
子
飲
雷
酌
幡
詩
。

Ａ、、吟

》言
免』

０
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ロ
ー
写
、
凸
二

ゲ ー

詮
識
写
Ｌ
Ｔ
ほ
Ｌ
Ｖ
鉋
云
、
一
薯

中
国
の
文
学
黄
上
、
早
熟
⑦
詩
人
が
少
く
な
い
例
と
Ｌ
マ
ヘ
王
雑
、
宮
屋
易
、
王
勃
、
李
閨
な
塑
乏
挙
げ
．
茎
乙

創
作
方
面
下
何
オ
雛
芝
早
期
、
短
期
に
癸
腫
さ
辻
臺
一
と
は
一
邸
・
能
認
、
謁
川
．
-
そ
の
尺
坊
に
は
多
睾
易
読
書
と
、
刻

古
請
副
と
、
先
輩
の
脅
威
猿
助
が
脳
要
だ
、
と
い
う
可
い
ろ
。
ゞ
７

「ご・ワＶ『たか、勺し一いっ了生活の作用壷至定する瓢ではない．睦一至壼丘主沽体験と動乱不審例時師

代
が
柄
が
園
古
代
の
早
篭
詩
人
の
多
く
芝
形
成
し
た
の
だ
：
李
慧
グ
し
ｉ
〉
一
一
雲
日
長
飢
川
甲
演
〃
の
苦
辛
を
い
や

と
岬
つ
ぼ
ピ
嘗
猫
て
い
な
か
っ
た
令
、
八
感
調
妻
目
ｖ
其
一
や
《
老
夫
衆
王
歌
ｖ
毎
ど
労
數
人
買
い
悲
燃
な
境
遇
７５

一九八○年・一一月二十日．谷水〔世領後人網李逼」

李篭⑦「李運喜一湊引」を読諏-場唐漁の八聴李遥挿蚤濤二首》獅棚糊臘奉弾菫農歌ｖ達読むと、

李
逼
が
す
ぐ
れ
た
篶
泰
芸
術
家
一
ぐ
詞
リ
社
会
的
雌
位
Ｉ
惠
く
・
名
声
北
湯
「
だ
こ
と
が
わ
か
る
グ
ペ
皇
-
銭
名
画

・包り。

失
籍
ば
け
兇
え
な
ｕ
封
建
社
会
で
は
濤
奉
芸
術
家
は
皇
帝
亙
墜
椿
力
蓄
例
玩
弄
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
詩
人
-

作
家
㈹
画
家
同
作
品
が
癌
ろ
が
濤
奉
芸
術
家
画
．
今
が
斜
れ
は
芸
ｔ
徒
切
よ
、
っ
に
赦
蚕
薪
中
国
で
は
林
篭
四

人
組
時
代
を
孫
宗
．
濤
奉
家
け
党
芝
人
民
に
掌
壼
苛
駒
了
い
ろ
蚕
か
獅
今
の
技
芸
身
出
ぬ
読
對
口
「
零
卜
、
三
テ

晨
星
／
・
牢
ン
」
か
や
筍
い
た
肋
伝
乏
立
証
ま
た
作
家
詩
人
諸
氏
が
壱
代
諸
詩
人
の
ょ
・
フ
ド
濤
毒
家
の
芸
砿

同
年
十
一
一
目
七
日
肴
文
学
」
等
一
五
二
朝

才
」
か
二
渦
ま
た
三
殿
見
出
し
Ｔ
出
て
い
ぢ
。

中
国
の
文
学
黄
上
、
早
熟
⑦
詩
人
が
少
く
←

に
周
晴
す
る
軽
詩
卿
了
表
蒙
か
『
衣
弓
、
フ
」

に
ぴ
っ
た
り
の

ご
甲
α
‘
-
咋
巳
』
Ｂ
Ｆ
Ｉ
←
吾
金
挿

Ｉ

⑰

鍵、一一

「
文
孝
夫
署
誌
』
に
美
泣
還
・
李
頴
隼
二
・
詩
人
早
篝
〃
弓
快
出
人

！

守
彦
《

＝

＝

、

費
葛

、圭一

'ノ
ｂ
０
４

ｂ４ｖ

士

一

-７
、



三
一

わ
た
し
、
谷
氏
の
蕊
広
同
惑
で
あ
る
盈
蠅
下
は
無
い
も
の
ね
だ
〃
の
よ
う
で
は
ず
か
Ｌ
Ｖ
が
．
涜
奪
蓋
衝
家
で

あ
っ
た
ぼ
ず
の
蒜
加
州
露
非
運
を
歌
『
た
李
篝
の
作
が
願
リ
認
ら
胸
な
い
こ
と
．
あ
る
い
は
鵠
・
稀
の
歌
と
Ｌ
了
退

”
ら
胴
て
り
ろ
こ
と
に
封
Ｌ
了
の
溝
塞
家
（
で
あ
る
》
ユ
谷
氏
の
毫
見
が
闇
宗
た
か
う
尺
。
仮
ど
の
名
Ｌ
Ｌ
ｘ
よ、
＠

Ｍ
失
窪
豚
は
肺
く
、
￥
の
名
弛
、
溝
奏
に
よ
っ
-
て
で
は
な
く
そ
の
非
運
辰
ょ
、
了
勿
み
伝
え
ら
楓
了
い
ろ
の
だ

蒲
葬
家
と
し
て
は
、
こ
帆
は
二
菫
の
非
運
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
・
皇
帝
や
宰
椙
等
の
名
が
人
々
の
託
憶

か
ら
消
六
去
う
て
孔
彼
営
、
畠
吋
民
衆
の
駒
に
生
ま
続
け
だ
の
后
か
ら
・
考
え
方
に
よ
『
て
は
・
非
運
と
は
い
え

な
い
。
権
力
の
術
在
の
麥
化
広
よ
う
了
書
き
葵
夫
ら
御
ろ
失
書
な
人
￥
に
名
を
と
ど
純
た
と
宣
言
元
、
ざ
し
た
ろ

雀
誉
と
池
い
え
万
い
だ
Ｚ
、
フ
。

季

震

舗

歌

集

需

妻

狡

勘

三

一

四

二

雑

記

咽

林
同
済
「
李
騨
詩
歌
祭
需
垂
垂
校
勵
」
は
一
九
七
八
年
十
二
月
十
二
日
②
『
光
朋
日
報
』
灰
談
っ
に
〉
て
、
つ
だ
が
、
ｎ
Ｃ

ｈ
た
Ｌ
は
莞
Ｔ
い
な
い
，
『
勃
箏
月
報
』
（
文
摘
倣
）
一
九
と
九
年
二
月
弓
に
隷
、
に
転
調
を
読
ん
だ
。
７戸届，）

林
氏
何
十
教
年
来
、
末
＆
金
古
本
達
含
む
一
千
余
鐘
の
李
弩
詩
歌
集
の
古
今
甑
本
走
佼
闘
Ｌ
了
い
ろ
由
了
、
ご
-
ｉ

舸
同
子
の
校
託
の
若
干
下
混
弓
・

「
昂
近
、
上
遇
人
員
出
版
社
が
癸
行
Ｌ
尺
八
李
賀
詩
歌
黛
注
ｖ
画
、
実
際
は
一
九
五
九
葦
中
華
薑
局
詣
蒙
の
．

八
三
家
評
注
孝
長
吉
歌
詩
ｖ
㈹
〃
重
版
だ
。
同
上
で
毎
い
い
は
た
だ
銅
崇
圭
清
代
王
蓑
の
掌
溺
部
分
蓬
各
誌
の
祷
〆

に
移
し
た
だ
け
で
校
欺
の
菌
喜
に
つ
い
て
い
え
ば
．
完
今
辰
王
碕
の
旧
薙
に
よ
り
か
か
『
了
い
毛
」
林
政
財
．

ど
の
「
硯
行
本
」
か
よ
り
よ
い
テ
キ
ス
ト
と
な
る
た
め
に
側
厳
寵
な
校
勘
が
僻
辱
だ
、
と
い
ぅ
。

心，

鷺陦
で 子ノ

'０７８
～



尻

浄
二
句
「
華
客
署
影
生
晩
寒
』
い
「
華
容
」
は
「
華
岩
」
仇
誤
り
だ
と
Ｌ
『
水
怒
注
』
の
「
華
・
岳
本
一
山
当
河

．
！
、
河
神
巨
霊
、
“
：
：
閏
而
為
両
、
今
学
定
逗
述
．
岡
芹
華
岩
』
盃
そ
の
根
椥
と
し
、
か
つ
「
山
容
」
の
諾
は
弱
る
Ｃ
〉７

か
個
有
駒
山
名
と
容
宇
乏
鈷
創
藻
語
の
用
法
”
な
い
-
と
い
う
。
０

結
句
「
壽
浸
俗
栩
相
填
毅
」
の
「
埠
減
」
は
『
蔵
」
字
か
広
鶴
中
に
な
く
『
垣
」
と
結
ん
Ｔ
語
を
虫
し
難
い
⑳

潭
百
〉
一
金
、
蛾
又
鑿
刻
本
、
「
喝
域
」
と
し
、
・
王
碕
は
覇
款
」
か
と
い
、
っ
“
か
Ｌ
つ
く
り
せ
め
。
『
害
毒
統
終
凸
赫
「
菰
Ｃ
）

廿
豚
学
で
相
善
っ
こ
と
、
シ
愚
、
っ
。
『
字
霞
浦
』
に
「
蕨
熾
魁
と
同
造
」
と
い
う
・
宋
本
、
金
本
に
す
で
「
毒
-
７

と
Ｌ
Ｔ
い
る
か
ら
侮
苗
す
薯
砂
が
お
だ
や
が
だ
が
．
『
執
篝
』
二
手
曇
補
』
逢
採
、
Ｔ
よ
い
と
す
柚
は
「
械
琶
」
旧

あ
る
い
付
「
喧
睡
」
だ
湾
、
っ
か
。
誌
封
「
送
篝
冠
榔
扣
饒
州
・
」
に
「
吾
観
察
子
与
人
添
、
城
暦
英
語
蝶
不
一
副
」
熊

堰
呼
舗
の
毒
で
あ
る
。
李
白
の
三
劃
廻
難
」
に
「
飛
猯
爆
流
争
庖
」
喧
篭
衛
琴
の
竜
不
易
ろ
．

『詫好の詩句中に勢然》》雲肥鐙両字が闇八九元くる●《寒劣で二とは麦な太い．（弄一嘔出Ｌマ文

字
を
煉
る
習
わ
し
だ
ラ
淀
李
濤
が
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
淀
宅
今
」

；
一
癖
衣
』
に
つ
い
て
ロ
王
碕
が
『
唐
崎
拳
辱
め
服
』
や
今
例
が
正
Ｌ
い
が
「
雲
肥
」
麦
「
垢
職
窃
状
な
り
」
と

岬
ラ
の
卿
二
心
司
吋
だ
。
．
『
雲
肥
』
は
「
顎
腿
埠
為
あ
や
ま
り
だ
。
『
広
箭
』
仮
「
肥
岡
惜
か
り
」
と
い
い
雪
一

「
開
楚
歌
」
に
検
討
す
べ
き
も
②
三
河
航
。

頴
下
に
「
淀
下
作
」
と
注
し
「
旧
本
に
『
筆
下
』
と
す
る
が
誤
り
』
と
い
う
含
→
「
睾
下
〃
』
は
無
毒
義
だ
か
ら
・

ば
つ
余
り
間
違
い
だ
”
だ
が
「
流
下
」
で
画
業
一
句
の
「
軟
風
吹
地
百
菫
蓋
」
と
そ
ぐ
わ
ぬ
ク
烏
、
末
本
に
丙
フ

ズ
「
華
下
」
と
し
華
山
の
下
と
無
さ
ね
ば
な
ら
鋤
。
（
こ
の
点
は
、
荒
井
健
・
鈴
木
』
虎
雄
、
斎
蘇
胴
の
三
建
い
す

楓
も
「
華
下
」
と
．
寸
者
）

浪
坪
識
の
毒
で
お
弓
。
李
白
の
三
劃
廻
難
」
に
「
飛
豐

＆
｜
つ
ぎ
は
「
野
歌
」
の
義
三
行
》
「
麻
衣
礫
肥
衝
北
風
」

も「華下」と．寸者）

’

〃

←等 ̅

一

義

１



一

＝

＝

降
実
鋒
』
派
『
古
阿
室
蒋
の
三
尺
駁
ろ
遥
以
可
頭
麦
霧
む
・
蕊
巾
ど
呈
す
？
三
代
岡
蓄
な
列
ロ
唖
仮
志
し
、
誇
首
は

皀
銅
を
〃
て
髪
董
震
む
」
『
朱
子
澆
録
魁
硬
畠
崔
の
人
鋼
索
巾
は
、
も
と
は
紗
だ
け
用
い
涙
」
巽
腿
は
雲
色
の
頭

巾
・
て
平
民
、
用
い
ろ
・
韮
の
．
「
瞬
衣
巽
畷
」
卿
典
弓
官
吏
董
隠
試
識
昏
蕊
生
の
服
だ
”
．
李
篭
璽
蜀
議
了
は
、
こ

め
文
字
Ｔ
自
己
の
落
柘
と
Ｌ
Ｔ
達
達
得
釣
情
景
を
裁
蛎
Ｉ
そ
い
石
の
茂
”
『
千
二
邑
彗
窃
閣
？
ワ
ヤ
ム
ヤ
が
い
ま
解

決したといえるかどうかゞ
李箒ず知一、た・弓、あるど画地下で識美して、一・／尋・ずいてく細ようが」

今
朝
の
、
『
朝
日
軸
間
峰
の
書
評
棚
に
械
山
幸
丸
『
子
綴
-
』
ぬ
荷
勤
学
』
駒
紹
介
不
出
て
い
ろ
、
無
害
畠
の
そ
い

女
に
よ
る
と
‘
ハ
ヌ
マ
ン
と
い
う
オ
チ
ガ
ザ
ル
｜
臓
十
教
頭
が
講
蓬
な
す
・
ど
獅
害
に
・
も
雄
画
一
弱
し
か
い
な
い
。

あ
ぶ
綱
た
雄
が
雷
衰
乗
司
歌
事
一
重
が
あ
石
、
￥
”
ま
い
雌
切
施
い
一
く
Ｖ
ろ
赤
ん
坊
、
っ
寺
川
，
餉
鋒
者
の
字
は
新

しい雛に彌裂″製繊細可しまう。乗っ厭皿”平珂四年以下一トー妻づ｛ノ生じるかそいマヒ常仁赤ん坊

諏
な
殺
し
城
獄
ユ
ろ
ぎ
、
》

こ
れ
を
談
織
で
い
蒸
及
雛
閉
に
思
い
出
し
た
い
剛
、
害
②
大
宗
が
只
霊
廓
、
葬
苑
吉
達
議
一
〃
液
の
弓
、
そ
の
子

ら
を
皆
穀
と
侭
庭
帯
の
蕊
毒
董
演
竃
に
入
執
次
（
一
ノ
手
〃
お
釣
胴
釧
寿
と
Ｌ
だ
）
ご
ｚ
だ
、

短
絡
鯛
建
婚
と
笑
杓
擢
て
ラ
だ
が
わ
涙
し
と
し
て
何
サ
ル
と
入
閣
と
〃
為
ず
り
吹
巡
短
絡
毒
卜
頓
似
寸
薯
行

動
に
出
ろ
ご
と
に
霊
い
丁
い
る
の
だ

サ
ル
が
消
滅
し
可
人
間
が
生
じ
ろ
②
で
は
勺
く
《
サ
ル
の
勺
巧
の
何
か
が
宍
わ
洞
何
か
水
加
わ
「
て
人
間
に
な

る
御
だ
ろ
う
・
何
か
夫
ね
れ
、
何
か
加
わ
『
た
⑱
だ
尾
う
か
”

-

ヘ

子
殺
し

一つ一つ-唾．冬一雲．

Ｉ 、

《》一一 ウ
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（
１
）
了
箒
三
句
「
画
欄
桂
樹
塁
秋
書
」
の
「
紋
」
学
口
「
枯
』
字
切
誤
り
だ
＄
「
謬
査
」
詔
吋
莞
一
句
の
報

曇
賦
客
」
之
重
霞
し
・
龍
四
句
『
三
十
六
富
十
一
荏
碧
』
②
蹟
景
と
汗
ぐ
柄
な
い
。
｛
款
蔓
歌
」
に
「
落
蕊
枯
舎
数
分

師
日
の
チ
し
ビ
ニ
ュ
ー
ス
同
中
国
で
砺
銅

韓
国
で
の
金
大
中
妖
今
の
逮
捕
歪
報
じ
八
・

雲畷日季報蝿畢趨七九年第四期に章培恒『再蕊臺詩歌弓形余悪雑圭三一ヌ主局だ」と杯同済

「
両
字
之
差
Ｉ
再
論
李
雪
詩
歌
需
要
校
勘
」
が
誠
う
て
い
ろ
。
一
一
毫
氏
の
は
一
九
七
八
年
亡
月
二
十
一
日
い
『
支
遮
’ 一

一
）

義
』
に
載
っ
た
「
従
孝
雲
詩
歌
書
形
蒙
恵
總
」
に
続
く
止
切
”
雨
篇
至
売
了
い
な
い
の
蓮
、
『
武
漢
大
学
学
隷
』
い

く
社
会
科
学
版
）
一
九
七
九
年
葬
二
戦
に
鐡
フ
辰
と
い
、
フ
「
再
論
古
汽
文
学
中
的
祁
家
電
篭
閣
頴
ｌ
与
章
苗
恒
同

志
商
權
」
を
見
て
Ｖ
な
い
い
了
（
尭
臺
声
矛
で
圭
啄
か
つ
庇
、
と
い
、
つ
ぼ
勺
が
正
磧
だ
が
）
畠
を
挙
げ
る
だ
け

、

、

し

、

林

武

の

王

紹

介

す

-

つ

。

ｎ

ｏ

『金銅仙人誇藻歌」・憾雷末張馬の『請人主書図』に引述宝．職眼．初㈱室一家索完嗣『草書一害人畢一罰謹員）

に
奪
録
七
、
楓
長
．
千
年
来
、
詩
嗜
一
・
藝
術
界
で
い
か
に
糒
嶺
》
、
、
衲
八
か
が
胸
び
る
”
『
天
若
盲
情
夫
亦
老
』
の
句

が
毛
，
壬
黛
の
妙
手
一
卜
濫
用
夫
、
細
了
切
寓
、
数
迂
宋
「
評
論
家
更
是
有
口
窒
碑
」
（
評
論
家
が
表
、
、
今
に
口
々
に
ほ
め

た
尺
-
え
ろ
）
だ
が
待
て
！
李
篝
の
こ
の
詩
に
は
大
Ｖ
脈
問
題
駒
あ
る
嗣
字
か
易
ろ
”
明
ら
か
に
闇
這
い
だ
・
千

尋
来
た
細
咄
指
穂
せ
薪
。
裂
人
な
窺
呑
承
に
Ｌ
沢
ま
ま
で
Ｖ
ｖ
ね
．
才
ぽ
ち
Ｌ
い
・
と
圭
戸
乏
ぞ
ｚ
え
ろ
”
い
ま

い

付
誤
乢
ひ
あ
細
ぱ
敵
め
ろ
べ
き
時
だ
。

両
字
乏
差

Ｉ
ス
、
中
国
一
ぐ
切
劉
少
奇
氏
の
追
悼
会
の
模
様
逢
諜
に
八
”
今
轆
の
一
う
ぃ
シ
オ
一
言
Ｉ
ス
、

．

、

三
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以
上
の
雲
約
で
は
壹
乏
尽
き
ぬ
が
、
こ
の
紹
介
了
興
珠
達
貢
え
ら
細
た
方
ぼ
寮
論
文
蓬
読
主
職
ろ
だ
葛
ラ
・

ねたＬ、栂掲「今頴Ⅲ獄》踊歎←きまりたとま．澪の青籠「九」茸あるいは「元」箕の「一三茸

方
ろ
べ
き
ご
と
重
考
証
し
た
が
、
林
武
駒
指
機
す
る
二
字
に
は
気
ブ
か
な
か
『
た
。
さ
声
の
問
謂
と
と
Ｌ
に
、
熱

圧
』
と
あ
る
が
今
“
『
桔
雪
」
ぼ
季
簿
の
語
掌
中
切
語
ゞ
聿
併
向
凄
謹
八
風
で
桂
詑
口
室
鴎
壼
逼
雫
了
い
了
「
枯
童

と
い
つ
に
か
ぐ
ぺ
い
Ｌ
く
．
箭
中
の
「
醗
風
輔
礁
」
言
壹
湖
客
逼
。
ご
雲
そ
よ
ぐ
、
具
毫
草
書
函
「
秩
」
と
「
枯
」

何
酷
似
し
、
李
篝
吋
好
ん
で
「
湊
書
」
た
Ｚ
い
う
か
も
、
写
字
工
が
写
；
）
義
ろ
こ
と
は
猫
リ
喝
考
。
←

（
２
）
第
十
一
句
「
穐
鑑
独
出
月
荒
寡
」
②
重
筐
字
癒
重
言
字
の
誤
り
だ
《
壷
杙
の
評
論
家
感
李
雪
の

壽
環
に
目
が
く
窃
人
で
『
長
吉
〈
｜
蓉
二
短
十
，
り
」
毎
ど
と
義
す
る
》
々
そ
め
実
・
篝
勿
論
㈹
長
航
側
正
に
奇
環
の

中
に
条
理
を
重
し
・
噸
諏
の
内
に
停
当
菱
威
し
と
げ
マ
、
い
ろ
と
こ
弓
に
お
一
壷
（
惇
当
は
ぴ
『
尺
り
し
了
い
壱
こ

と
ど
い
う
ほ
ど
の
毒
）
か
綱
も
毎
が
に
キ
ズ
か
な
い
わ
け
了
卿
な
い
か
一
決
し
了
潴
ぞ
ま
う
一
い
ば
可
哩
》
「
独
窒

は
現
存
的
古
今
本
に
一
敦
は
Ｌ
了
い
諺
が
何
乃
呵
た
粗
末
だ
”
子
才
澆
と
句
胸
「
出
宮
門
’
一
脚
『
出
」
￥
藍
海
す
２

ろ
、
夛
三
は
晨
警
室
舗
去
Ｌ
-
長
窒
逢
藷
去
才
蓼
グ
た
シ
き
｛
→
、
に
宮
門
盃
出
ろ
と
宍
・
八
尺
月
例
男
照
Ｌ
Ｔ
Ｕ
㈹

た嗣了臺亡く辮にこぐあり・展景乏一，＋冨暮シーキ、、蓮-」苛み更に深か「辰の一ｆ月に二昼帰」一城
・苧し、『』■ａ８ＩｌⅡ０

大
た
の
た
。
『
去
』
字
ぼ
こ
勿
関
罰
眠
潟
耐
る
吃
蟹
勿
閣
鍵
、
一
た
び
去
う
て
這
ら
め
圭
だ
。
ご
鞆
、
需
祷
に
ふ

り
か
え
っ
た
ど
ぎ
ぼ
と
ば
し
〃
出
産
皿
涙
で
嚢
に
三
二
房
為
が
杓
祁
か
仁
一
萄
時
い
辞
湊
里
篶
逗
現
し
髄

う
る
め
た
、
「
出
」
学
と
そ
鈎
差
何
千
雪
燭
葛
「
乞
食
」
の
一
熱
未
駆
栽
逵
㈹
『
出
一
蓬
一
本
が
．
二
三
と
喝

Ｌ蕊戦い「風水凋」の『世事漸報吾欲主…一切望三重一本か『出」と誤る子っに函字は壬ま楓や

才．い。

《彰

: 識
､憲一



″

､

ず
蓑
っ
た
・

一も「一

途作・『Ｔ唾
富
人
擬
乏
、
＋
不
得
尊
重
一

面
白
い
諾
下
、
李
覺
が
間
い
た

奪
天
工
」
〉
了
の
も
緬
卿
李
翼
の
『

巧

奪

天

工

こ

ぎ

、

墨

雑

記

朏

甘
毒
師
範
大
学
中
文
宗
綿
ご
湊
詮
厳
語
調
典
』
垂
開
い
灰
、
う
そ
こ
勿
舅
に
一
両
奪
天
工
」
ぴ
あ
《
“
了
「
人
工
鮒

精
巧
勝
逼
天
然
“
罷
容
授
雲
巧
妙
」
と
説
明
し
て
蕊
二
ｌ
-
『
藩
爾
瀧
夷
』
の
記
事
が
節
略
抄
由
！
』
て
猫
ろ
。

『嫁雨粧志舗鱒者-撰爵-ともに不明たが・・牢垂硴事ゲバ『みで末代以捺の剥しの了一勿ろことは確

か
だ
．
ま
丁
間
鶏
切
託
雲
蓬
『
古
今
裁
部
篭
窒
亘
潔
二
黒
が
亀
執
く
。

甑
后
溌
入
魏
室
、
富
庭
育
一
線
蛇
、
口
中
恒
育
赤
疏
若
槽
子
、
末
傷
人
-
人
欲
塞
乏
-
則
不
見
奏
・
毎
日
后

補
粧
、
馴
製
結
一
髻
流
於
后
詞
・
后
雲
之
、
因
效
而
一
為
錘
舅
同
奪
天
工
、
故
届
髻
暑
臼
不
同
、
号
悪
霊
蛇
、

勺
Ｆ
も
一
』
、
”
ｒ
Ｆ
卜
Ｊ
、
〃
″
，
一
色
、
》
『
』
△
■
Ｆ
Ｄ
』
０
Ｕ
ト
ー
Ｉ
』
』
ｐ
恥
一
、

考
Ｌ
尺
い
。
ま
た
林
氏
⑳
校
勘
の
全
貌
が
麺
い
將
来
仮
出
版
さ
細
ろ
こ
と
萱
熱
烈
詠
迎
す
る
。

李

篤

八

秦

宮

詩

ｖ

補

注

三

・

い

．

二

雑

記

川

『
中
華
文
央
論
議
』
漂
八
輯
二
九
七
八
年
十
月
上
海
畜
篝
出
版
社
釧
）
に
段
黙
仲
「
李
蕾
全
秦
宮
詩
〉
補
注
」

「
又
云
音
有
乏
誌
」
戻
吉
の
小
辱
の
こ
の
語
に
つ
い
て
の
旧
購
ｎ
ま
わ
り
く
ど
い
”

丁
涛
子
都
の
事
延
対
称
し
た
→
．
と
い
う
よ
、
ワ
だ
か
ら
．
（
馬
子
都
②
事
を
歌
う
た
）

ユ ー
ロ■■一

ン

■ G 一
夕

中

心〃

弓
奎
ひ
〉
う
だ
が
、

雪
て
・

筆
捕
造
化
天
無
功
』

一一蘭

し口
ノ
ー

・が｛◆一

「
巧
奪
天
工
」
の
笄
榔
が
こ
帆
に
違
い
汀
い
と
し
て
・
一
両

か
ら
黙
化
Ｌ
た
害
薫
で
側
な
い
だ
葛
う
か
．

式

､

餐
一

辱
め
毒
付
人
秦
富
詩
ｖ

辛
延
年
公
刑
林
郎
ｖ

夕

|583 '０８３
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一

の

串ｒ-工’砿説価量鯏云の→量。．⑬匙一コ十言示ｘ缶扇愈一懇詞十乱璽ず一侭司。、ぐへ門べこ凧×著言紹介は次の通り

六筐。-心壬、《侭当．ご蝿奮う二一“冨圃．』｜ざ一、可侭．§くぬ砕諄面・妄←雪、｜、寂一雲一矛、。＋星ずぬ幸ｄ菖之里言・一己を妙ラニフー二…一ぐ童・Ｐ・

Ｉ

ご画で“蚕侭い催壽：十厘言総詳言姿。。聡侭一夢庁冨う三く：竜・瀞勺．。、似雪空制手ロ←二高言３侭一ゞ
雰郵言応手ヨヂコずぅ八三１｜くの『寺

ｉ工。｜玉い島十少。＋夛軒身躬印；づ『ゞ
５コぜ”一令四＆ｒ藍”３十厘劃偲餓匡動一く⑳帝八一噂飴伊一訪３-軸一妙夢宙飼αラテン訓鯉工侭言

、

、

くく丁一年診“う堅司盧要チ＆か冒子・藍生一Ｊ一いＧＥ。刀・感一寡碓”３」才耐う山一斧心Ｌ-一過．里。←か望砲声言鉢ｐ温；匙、孚似づ一個ぃ

夢
且
個
一
α
》
黒
が
崎
遥
母
嘗
濫
星
寒
亀
＠
コ
し
鈩
鳥
当
式
雲
》
ｍ
菜
延
延
４
塁
脅
層
一
『
千
．
９
頁
側
／

争銅咋侭岸劉坐竺

序言では、李賀の文学宍上病壌のける位壜とその詩の精微・賀の死祷から今日にＵ辰ろ研寅実を
『ｊＪ

〃

中
国
、
Ｂ
本
・
欧
米
雁
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